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１．はじめに

色彩に対する感情的反応は色彩感情と呼ばれ，

Semantic Differential(SD)法を用いた主観評価
によって測定される．色彩感情に関する研究の主

な関心の一つは，その評価構造を明らかにするこ

とである．色彩はデザインの重要な要素であるだ

けでなく，人間の生活において不可欠なものの属

性である．その評価構造を明らかにすることは，

魅力的なデザインを決定するというような工学

的な応用のみならず，人間が物に対してどのよう

な感情を抱くかという心の構造を理解するとい

う上で重要である． 
多色配色の色彩感情に関しては SD法を用いた
印象評価から単色や二色配色と類似した評価構

造が見出されている[1]だけでなく，単色および二
色配色について得られている色彩感情の予測式

に基づいて多色画像の色彩感情を推定する方法

が提案されている[2]．その一方で，配色に対する
色彩感情について，意識されない心的過程におけ

る審美的な評価が SD法などの主観評価と異なっ
た傾向を示す可能性が示唆されている[3]． 
心理学において，意識することのできる態度が

顕在的態度と呼ばれるのに対して，意識すること

のできない態度は潜在的態度と呼ばれる．そこで，

本研究では後者の測定法のひとつとして感情誤

帰属手続き (Affect Misattribution Procedure; 
AMP)[4]による主観評価値を意識されない心的過
程の審美的な評価として位置付けた上で，多色配

色に対する意識されない心的過程における評価

構造について検討を行う．具体的には，AMP を
用いて先行研究[1]の多色配色に対する主観評価
を SD法と AMPによって取得し，AMPの主観評
価値と刺激を構成する色の特徴について検討す

る． 

２．実験

(1) 測定方法 
AMP では非常に短い時間にプライム刺激とタ
ーゲット刺激を連続して呈示し，後続のターゲッ

ト刺激に対する「好き」が「嫌い」の反応を取得

する．この時，先行するプライム刺激の感情価が

ターゲット刺激に誤帰属されることを利用し，意

識されない形でプライム刺激に対する評価が測

定される．本研究では多色配色の画像をプライム

刺激，曖昧図形をターゲット刺激とした．プライ

ム刺激の多色配色については，先行研究[1]で用い
られている 16色配色の画像 20枚を使用した．タ
ーゲット刺激の曖昧図形としてイ音節文字を用

いた．イ音節文字 Unicodeフォント(Nuosu SIL)
から 100 個のグリフを抽出し，実験参加者(大学
生 70名；男性 27名，女性 43名)に「好き」ある
いは「嫌い」の二択で主観評価を行わせた．その

結果から，「好き」の反応率が 50％程度(48.57％
～52.17％)である 20個のイ音節文字を選定した． 
(2) 手続き 
刺激はリフレッシュレートが 120Hz に設定さ
れた液晶ディスプレイ(BenQ製 XL2420Z)の画面
中心に 200px (55.2mm)四方の大きさで呈示され，
その制御には PsychoPy (Version 1.81.03)が用い
られた．実験参加者は液晶ディスプレイから約

60cm離れて座り，AMPと SD法による主観評価
を行った．まず，AMPとしてプライム刺激(75ms)，
ブランク(125ms)，ターゲット刺激(100ms)の後に
ランダムドットパターンによるマスクと共に「好

き」「嫌い」の回答が促された．刺激が呈示され

る順序は実験参加者ごとにランダマイズされ計

20試行が行われた．次に，SD法として先のプラ
イム刺激と同じ多色配色が呈示され，「好き-嫌い」
を 7段階で回答した．呈示される順序は AMPと
同じく実験参加者ごとにランダマイズされ計 20
試行が行われた．実験参加者は大学生 30名(男性
22名，女性 8名，平均年齢 22.5歳)であった． 
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３．結果と考察

得られた AMPと SD法による主観評価の平均
値と標準偏差を表 1に示す．AMPは「好き」を 1
「嫌い」を 0 とし，SD 法では「好き」を 7「嫌
い」を 1としている．これらの主観評価値を比較
するため，実験に用いた 20 枚の多色配色画像を
「好き-嫌い」の主観評価値に基づいて SD法高評
価群(10枚)と SD法低評価群(10枚)に分け，平均
値に差があるか検討した．Welchの t検定を行っ
た結果，それらの群間で SD法の平均値には有意
差(p < 0.001)が認められたが，AMPの平均値に
は差は認められなかった．SD 法による主観評価
値を基準とした群分けにおいて，AMP の主観評
価に差がないことから，「好き」あるいは「嫌い」

という反応として測定される潜在的態度と，「好

き-嫌い」という尺度を用いて測定される顕在的態
度が異なると考えることができる． 
顕在的態度および潜在的態度として高評価あ

るいは低評価となる刺激の特徴を検討するため

に，AMP における「好き」あるいは「嫌い」の
主観評価値に基づいて多色配色画像を AMP 高評
価群(10 枚)と AMP 低評価群(10 枚)に分け，SD
法高評価群(10枚)と SD法低評価群(10枚)と共に，
多色配色を構成する単色の CIELAB 色空間座標
の度数分布を比較した．測色には x-rite製 i1 pro
と HCFR Colormeter (Version 3.2.1)を用いて
CIEXYZ色空間座標(2度視野，D65)を取得した． 
SD 法高評価群と低評価群(図 1)では a*，b*およ
び C，hにおいて顕著な差異があり，AMP高評価
群と低評価群(図 2)では主に L*に差異が見られた．
このことから，顕在的態度と潜在的態度では評価

に寄与する構成色が異なることが考えられる． 

４．おわりに

本研究では AMPおよび SD法を用いた実験を
通して，潜在的態度と顕在的態度としての多色配

色に対する嗜好の違いについて検討した．これら

二つの態度としての反応は明らかに異なり，それ

ぞれで高評価および低評価となる多色配色の構

成色の特徴が明らかになった．ただし，SD 法高
評価群と低評価群の差異に比べて，AMP 高評価
群と低評価群の差異は小さいため，より詳細な検

討が今後の課題である． 
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表 1 AMPおよび SD法による主観評価の平均値と標準偏差 
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C h
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図 1 SD法高評価群および低評価群の度数分布 
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図 2 AMP高評価群および低評価群の度数分布 
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